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   Having had an opportunity ofusing Onocaine J lly, we have carried out urethral anaes-
thesia in the cases of male patients. Although the cases are small in number, judging 
from the results of our experiments we consider them to be appreciably excellent efficacy 
in anesthizing for 10 minutes with 0.05%, while the preparation of 0.01% gives no effect. 













ているが,種 々の点で外来での実施 困 難な事
が多いので,教室では従来仙骨麻酔或いは尿道
麻酔を行つている.而 して仙骨麻酔は稻 汝熟練






現 を 望 ん で 居 た の で あ る が,今 回 新 麻 酔 薬0-








を 入 手,使 用 す る 機 会 を 得 た の で,そ の 結 果 を
報 告 す る.
成 績
使 用例 はす べ て 男 子 で,使 用方 法 は 先 ず 外尿 道 口を
清 拭 し,Tube入OnocaineJelIy10ccを尿 道 内 に
注 入,約10分 聞(1部5分 間)外 尿 道 口を 保持 せ しめ
た.
効 果 の判 定 は 自覚 症状 に依 り判 定 した.殊 に以 前 経
尿 道 的 操 作 を受 け た 患 者 に は,そ の際 の苦痛 程 度 と比
較 した.





















































































































































































































































十 ビ李 ピ ー
2%塩 プ ロ と同 様
2%塩 プ ロ よ り強 い







































































































は尿道麻酔 を行 つてい る.
而 して尿道麻 酔 としては一般 にProcain液
が使用 され ているが,そ の効果不 充分 の事 が多
く,従 つて薬剤 や方法 について多 くの先輩 に よ




所麻 酔効 果 を高 める為 にGlycerin,Traga-
canthetc.を加 えて,粘 稠度 を増 す事 が考案
され ている.
要 す るに尿道麻 酔剤 としては,表 面麻 酔力が
強 く,且 つ粘稠度 の高 いものが合理 的であ り,
かか る観点 か らして,表 面麻酔力がCocainの
1,000倍以上,Procainの15,000～20,000倍以
上 で,且 つ有効 薬用量 と致死量 の開 きはPro-
caine,Cocaineより遙 かに大 き く従つ て安全
なOnocaine(雲井氏)に 適度 な粘稠度 を与 え
たOnocaineJellyは合理的な尿道麻 酔剤 と考
えられた ので使用 してみた.但 しその効果判定
を患 者の 自覚症 や記憶 に頼 つた点稽 汝難 があ る
が,他 に良法 がな いので これ に依 つた.そ の結
果 は既述 した如 く,0.01%では効果 の期待 は出
来 ないが,0.05%,10分間麻酔 を行 えば,外 来
で行 う程度 の経 尿道操作 には充分 の効果 を認 め
得,且 つ副作 用も殆 ん ど経験 しなかつた.又 粘
滑 剤 としては他 に何等 使用せず して全 く障碍 を
感 じない程優秀 であ る.
伺LUIzman氏注 入器で後 部尿道 に注 入 した
例 もあ るが之には殆 ん ど効果 を認 めなかつた.
この際造影 剤を混 じ注入 し,レ 線学的 に観察 す
ると,瞬 時 にして膀胱 内に入 り後部 尿道 には殆
ん ど残 らないので,後 部 尿道粘膜 とOnocaine
の接 触時間が短 い為麻 酔効 果が劣 るものと考 え
てい る.
結 語
OnocaineJellyを使用す る機 会を得 たので
男子 症例 に尿道 麻酔 を行 つた.例 数 は少いが,
我 々の得 た結果 か らみれば,0.01%のものでは
効果 を期待 し得 ないが,0.05%のもので10分間
麻 酔すれば,そ の効果可 成 り優秀 と考 えるので
簡単 に報告 した,
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